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Ⅰ　はじめに

細胞性粘菌は，土壌中にかなり普遍的に存在す

るアメーバ状生物で，細菌などを栄養物として増

殖する．また，周囲に栄養物がなくなると集合し，

ナメクジのような形態をとり，多くは光に向かっ

て移動する．やがてカどの胞子体のように，柄細

胞と胞子細胞に分化する（図1）．このため，大

学等の研究機閑では，細胞分化や形態形成の「モ

デル生物」として利用されている（阿部ら2012）．

細胞性粘菌は，これまでにも中等教育での教材

化が進められ，試みられてきた（阿部ら　2012，

小筆1977，高橋2000，2005，沼宮内1977，細

野1986，1991，2008，2011，2012，前田1998，

薮田1981，山田1980，1982，2005）．しかし，

細胞分化や形態形成の教材生物として扱われた実

践報告は少ない．それは，研究者らの示す実験方

法が高校の現場では煩雑すぎて対応できないから

である．今回，これをできるだけ簡便化し，中等教

育でも可能な生徒実験を考案したので報告したい．

モデル生物として扱われてきたキイロクマホコリ
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比較的まれな種で，研究者から入手するしかない．

しかし，このような海外の種を中等教育の現場で

扱うことは，野外への流出の恐れが大きい．細野

（2012）は，高校の部活動で野外からの細胞性粘

菌の採集・同定を実現してきた．そこで，身近な

自然界から採集した種を扱うことを提案したい．

そのために，細胞性粘菌の土壌からの採集の方法

として簡易な「直播き法」（細野2011）を採用し，

簡易分類法（細野2012）を使い，いくつかの種

を野外から入手した．これらを比較し，生徒実験

などに適した種を選定した．
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細胞性粘菌の移動体は粘液質の膜鞘で全体を包

み，通った後に膜の成分を残しながら移動する．
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